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調査研究事業報告にあたって 

 

 急速に拡大を続ける新型コロナウイルスの感染が世界を揺るがしています。国連のパンデミ

ック宣言以降、世界はこのウイルスとの闘いに注力しながらも、社会は著しく疲弊し、とりわ

け経済は恐慌の危機すら見え始めています。ここ数年の気候変動に由来するといわれる数多く

の自然災害の脅威も重ねてみると、人々は今「生存の危機」を共有しているといえます。 

 

 この度の「被保護者に対する就労支援時のアセスメントに関する調査研究事業」は、生活保

護制度下における就労困難層を直接のターゲットとしています。リーマンショック以降の様々

な生活困窮問題への対応にあたり、とりわけ就労支援施策は一定の成果をあげてきたといえま

す。しかしその内実は「就職」支援であり、就職のための作法を身につけるための支援が多か

ったように思います。その結果、就職は実現したものの、継続して就労し、働くことに生きが

いを感じ、回りとの人間関係や社会関係を再構築するところまで射程に入っていない例が多か

ったように思います。その意味では、一定の成果をあげてきた「就労支援」でもなお職が得ら

れない人々に対するアセスメントは、必然的に困難の内実へのアプローチと、そこから見える

よりトータルな「キャリア形成」へのプランニングが不可欠となります。その際、個人の成育

歴やその途上で発生した困難から、その人自身のキャリアをどのように再設計していくべきな

のか、さらに深い洞察と息の長いアプローチが必要になるでしょう。 

他方で、「就労困難」な状況を個人に帰する課題として捉えるだけでは限界があるのではな

いでしょうか。すなわち、就労困難な状況を生み出した要因の多くは、その人を取り巻く環境

に由来しています。したがって、その人の働き暮らし生きていく環境づくりという視点が不可

欠となります。特に、「職場」という場所のあり方を、より人間的に成長・発達できる空間と

して、またそれを促進する関係性の構築という観点からアセスメントするという課題が浮かび

上がってきます。しかもこのテーマは、「人間が豊かに学び育つ空間」を、社会の隅々に再構

築していくテーマでもあります。生活保護という最後のセーフティーネットは、制度的な意味

からだけでなく、その人が支えられ、その人の存在が認められ、その個性が他者に向けて役割

が果たせる、そうしたコミュニティの形成へと成果を広げていかなければなりません。同時に

これは、それぞれの「仕事」の社会的な意味を問い直すことにもつながるように感じています。 

こうした問題意識も持ちながらの調査研究は、当然ながら短期間で結論が得られるほどたや

すくはありません。粘り強く社会のあり方を見直す作業の中で取り組まれ、その検証を受ける

べきであると考えます。今回開発を試みた「アセスメントツール」は、こうした大きな方向性

を持った初歩的試みに他なりません。今回の成果を、より多くの人が試行を通して改善を重ね、

そして社会のあり方や人間関係・社会関係の見直しと結んで取り組まれることを切に願い、活

用とご意見をお願いする次第です。 

 

一般社団法人 協同総合研究所 

代表理事 古村伸宏 
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はじめに―本報告書の目的と構成― 

福原 宏幸 

1．本報告書の目的 

 2019 年 3 月、厚生労働省から『生活保護受給者に対する就労支援のあり方に関する研究

会報告書』が提出され、被保護者の就労支援について、以下のことが問題提起された。 

第一は、2009 年のリーマンショック以降の良好な雇用情勢を背景として比較的就労に結

びつきやすい者については既に就労に至っている一方で、就労に課題を抱える者（障害を有

している可能性のある者、就労経験が乏しい者、ひきこもりなど）が増加している。 

第二に、就労に課題を抱える者の支援においては、就労支援の対象から除外されている場

合や、効果的な支援が行えずにいる場合がある。 

第三として、今日的な「自立」の考え方である対象者本人の自己選択・自己決定が尊重さ

れているのかどうか、改めて生活保護制度における自立支援のあり方についての再整理が

必要である。 

第四に、就労支援が、経済的自立のみを目的としたものとなってしまっており、日々の生

活をつくり、社会とのつながりを構築し、自己実現を図ることも目標とされる必要がある。

これまで就労支援の対象となってこなかった高齢者や障害者を含め、生活を豊かにするた

めの就労支援の実施が必要である。具体的には、就業体験・技能習得、社会的（福祉的）就

労、ボランティア等を通じた社会参加の機会などをつくることが求められる。またこれは、

地域の多様な主体が参画する「地域共生社会」の実現の理念とも共通するものと位置付けら

れた。 

最後に、これらの実現に向けて、次の 3 点が指摘された。ケースワーカーが連携先の確保

と拡大をはかること、就労支援事業の評価項目を就労や増収以外にも広げること、そして各

福祉事務所における「就労支援」と「就労に向けた指導・指示」の区分と、それぞれの実施

の手順の整理が必要である。 

 このように、今日の生活保護受給者の就労支援の課題を 5 つに整理されたが、いずれも

重要であり、かつこの就労支援の充実を図るにはいずれの課題もおろそかにはできない項

目であろう。とはいえ、これらすべてを、一度に解決することは困難であることから、こ

の「被保護者に対する就労支援時のアセスメントに関する調査研究」では、とりわけ就労

に課題を抱える人たちを対象とし、彼らに対する就労支援の開始時ならびに開始後の初期

のプロセスに焦点を当て、その時点におけるアセスメントのあり方について検討を行うこ

ととした。個々人の課題や本人の意向を十分に把握するためのアセスメントを強化し、そ

の状況やニーズに応じた多様な自立を支援するためのアセスメントの統一的な様式、手引

書を作成することを目的とした。このため、場合によっては長期にわたる就労支援の進行

途中における諸課題の解決、就職先の確保、就職後の定着支援といった点については、必

要に応じて触れる程度となっている。 
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2．調査研究の視点と事業内容 

 被保護者に対する就労支援時のアセスメントのあり方を研究するにあたって、重視すべ

き点は、第一に、一言に就職困難者といっても、それぞれの被保護者が抱える課題には多様

性があるという理解に立ち、そうした多様性をまず適切に把握していくためのアセスメン

トが求められるということである。第二に、支援計画の策定においては、当事者との信頼関

係の構築とストレングスに注目した支援内容であることが基本であるとの視点に立つこと

である。この調査研究においては、これらの視点をまず確認するところからスタートした。 

 調査研究は、全国の自治体に対するアンケート調査、いくつかの自治体へのヒアリング調

査、そしてアセスメントツールの調査検討という 3 つの課題を設定し、それぞれを担当す

るワーキングチームをつくり、調査研究を進めることとした。また、節目において全調査担

当者が集まる調査検討委員会を開催し、各ワーキングチームの成果を持ち寄り、意見交換を

踏まえて全体的な集約を図るかたちで報告書の作成を行うこととした。 

 

3．本報告書の構成 

 これらの調査研究の成果を取りまとめたのが本報告書である。報告書は、就労支援の実践

の場において活用できるアセスメントシートおよびその活用に当てられる第 1 分冊と、調

査研究チームによる被保護者就労支援のあり方についてのアンケートとヒアリングによる

調査研究の成果をまとめた第 2 分冊からなる。 

  それぞれの分冊の構成は以下のとおりである。 

 

第 1 分冊 被保護者に対する就労支援時に活用するアセスメントツール 

はじめに―本報告書の目的と構成― 

   第１章 アセスメントシート活用のポイントとマニュアル 

第２章 アセスメントシート、記入用紙と補足説明 

第３章 アセスメントシート活用の 4 つの事例と解説 

第 4 章 このアセスメントシートを支援現場でどのように活かすか 

 

第 2 分冊 被保護者に対する就労支援時のアセスメントの現状についての調査研究 

     第１章 被保護者就労支援の現状                

第２章 アンケート調査結果による全国自治体における就労支援の現状と課題 

第３章 先進事例ヒアリング調査にみられる取り組みの事例 

第４章 アセスメントシートの活用の意義と今後の被保護者就労支援の課題 

おわりに                          

 

 被保護者の就労支援の実践に携わる皆さんにまず活用してもらうことが重要であると考
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え、アセスメントシートを第１分冊にもってきた。なお、このシート自体はまだまだ改良の

余地があり、皆さん方からの奇譚のないご意見をうかがいたいと考えている。 

また、第２分冊は、被保護者の就労支援の現状についての調査結果とその分析をまとめた

ものである。これは、第１分冊で示したアセスメントシートがなぜ必要なのか、どのような

ところに目配りをする必要があるのかなど、被保護者の就労支援のあり方について検討す

べき幾つかの論点を取り上げたものである。これについても、読者のみなさんのご意見をい

ただきたいところである。 

今日、被保護者の就労支援については、新たな施策の展開が求められている。こうしたな

かで、本報告書が、わずかであれ貢献できるものとなることを願っている。 
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被保護者に対する就労支援時に活用するアセスメントツール 

―支援者間の連携により、被保護者とともに可能性を発見するために― 

 

 

第１章 

アセスメントシート活用の 

ポイントとマニュアル 
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はじめに ―アセスメントツールの使用にあたって― 

 

１ 就労支援についての基本的な考え方 

 これまで、生活保護法４条の規定に基づき、就労可能と判定された被保護者については、

稼働能力の十分な活用が求められることから、就労に向けて法２７条１項に基づく指導・指

示が行われてきました。 

一方で、経済的な給付に加え、被保護世帯の自立を支援する制度へと生活保護制度の

転換が図られ、「自立支援プログラム」が導入されました。法２７条２項を根拠として、被保

護者の理解と合意に基づく就労支援が位置づけられ、被保護者を主体とした自立支援の

取り組みにより、多くの被保護者の就労自立につながってきました。 

それでもなお、就職できない状況が長期化して就労意欲が低下しているケース、複雑な

就労阻害要因を抱えているケースなど、なかなか就労に結びつかない就労困難層への支

援のあり方が課題となっています。 

ここでは、自立支援型の就労支援を推進する立場を基本とし、被保護者自身の力を信じ、

本人の願い・希望の実現を目指して、生きがいを持って豊かな生活を送るための就労を支

援していきます。 

２ アセスメントシートの目的 

本アセスメントシート（以下：本シート）は、被保護者に対する就労支援時に使用していた

だくためのツールとして開発いたしました。 

とりわけ、就労可能と判断されるが、なかなか就労に結びつかず、就労支援のプラン策定

が難しいケース（就労阻害要因を特定できない、就労意欲が感じられない方など）におい

て、的確なアセスメントをおこない、効果的な就労支援プランにつなげていくためのツールと

して活用していただくことを目的としています。 

３ 大切にしていただきたい視点 

本シートの使用にあたっては、被保護者本人が持っている力を信じて、以下の点を念頭に

置いてアセスメントを行っていただくことをお願いたします。 

１． 意思・意向を丁寧に聞き取り、本人の願い・希望を出発点に。 

２． 本人への理解を深めるために、ライフヒストリー全般をよくみる。 

３． 本人が抱える困難を、社会との関係でとらえる。 

４． 本人が克服すべき課題よりも、持っている強み・可能性に着目する。 

５． 本人と支援者の関係性を豊かにして、一緒に可能性を発見する。 
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本シートの使用方法 

 

１ 誰が使用するシートなのか？ 

被保護者に対する就労支援の主体は、福祉事務所ごとの体制や支援の流れによって

様々だと思いますが、基本的には就労支援員等（就労支援の担当者）を中心に、ケースワ

ーカーをはじめとする支援者間で連携しながら本シートを活用してください。 

そして、就労支援の対象となる被保護者本人も、就労への道を探っていく当事者として、

一緒にアセスメントを行っていただきたいと思います。 

２ 本シート活用のねらい 

本シートを活用していただくことで、被保護者の状況を的確に把握し、課題分析を行うこ

とが第一の目的となりますが、項目を埋めながら、被保護者と支援者間のコミュニケーショ

ンを深めることで、お互いの信頼関係を築くことにも役立てていただきたいと思います。 

また、手間がかかると感じるかもしれませんが、本ツールの活用を通して支援者間（特に

ケースワーカーと就労支援員）の連携が促進されることで、より効果的な支援が可能になる

と考えます。 

３ 本シートの構成と想定する主な記入者 

様々な困難を抱える被保護者のアセスメントにおいては、就労に関係する情報収集だけ

では不十分です。ライフヒストリー、日常生活や社会生活の状況、隠れた阻害要因なども把

握して、総合的に本人が直面している課題を分析する必要があります。そのために、本シー

トは４部構成となっています。 

第１部 [基本的な情報] 

ケースワーカーが把握した情報を記入、または就労支援員等がケースワーカー

より聞き取って記入します。 

第２部 [アンケート／あなたの思いを教えてください] 

基本的には、被保護者本人に記入してもらいますが、難しい場合は就労支援員

等が聞き取りながら記入していきます。 

第３部 [就労に必要な情報] 

基本的には、就労支援員等が記入します。 

第４部 [アセスメント結果] 

第１部から第３部までの情報をもとに、総合的な判断を行い就労支援員等が記
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入する。アセスメント結果については、被保護者本人にも確認してもらう。 

※就労支援時のアセスメントを就労支援員以外（ケースワーカー、就職支援ナビゲーター

など）が担当する場合は、就労支援員等の記入部分をアセスメント担当者が記入して

ください。 
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本シートの記入方法 

 

【第１部】基本的な情報 

ポイント 

 直接就労に関係する情報だけでなく、生活面、健康面、背景など幅広い情報を把握するこ

とで、就労支援に向けて的確なアセスメントが可能になると考えます。 

 基本情報については、既にケースワーカーが把握している情報を記入していきます。記入

者はケースワーカーでもいいですし、就労支援員等、就労支援に関わるアセスメントを担

当する者がケースワーカーから聞き取って記入しても構いません。 

 被保護者本人から何回も同じ内容を聞き取ることがないように、ケースワーカーと就労支

援員等の間でしっかりと情報提供を行います。 

 就労支援員等の面談により新たに把握した情報も書き加えていきます。 

 すべての項目を埋める必要はありません。その方の就労支援プランを策定するために必

要と思われる項目について記入します。 

記入上の注意 

１． 基本情報 

 基本情報では、過去の生活保護受給歴があれば記入してください。 

 「稼働能力判定の結果」については、判定結果を示す書類を添付しても構いません。 

 「世帯の基本構成」については、付属書類のジェノグラムも活用します。 

２． 本人のライフヒストリー／過去・現在の状況 

 各項目について、過去・現在を選択して、該当する特記事項について簡単に記入して

ください。 

 「リーガル・ソーシャルワーク」については、特に必要な場合のみ、わかる範囲で記入

してください。 

３． 本人以外のライフヒストリー（ニーズや配慮） 

 家族などの「介護・看護・障害」の状況について記入してください。 

 「子どもの就学・就労状況」については、それぞれの性別と段階（小学校１年生、高校
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中退、アルバイトなど）を記入してください。 

４． 本人の状況 

4-1 本人の日常生活・社会生活 

 「１日の生活リズム」は、被保護者本人と一緒に記入しても結構です。 

 チェック欄については、できること・当てはまることに✓を入れます。（以下の項目でも

同様） 

4-2 本人の健康面 

 基礎疾患や障害のある方については、現在の状態や障害についてできるだけ詳しく

把握することで、就労支援時の配慮や適切なマッチングにつながると考えられます。 

 特に健康面で配慮が必要ないと思われるケースでも、「現在の調子」「健康診断」

の受診状況は記入してください。 

4-3 本人の地域との関係 

 「生活動線」「友好関係」については、本人の生活状況やつながりを把握するヒント

になりますので、できるだけ記入してください。 

 付属書類のエコマップも活用します。 

【第２部】アンケート／あなたの思いを教えてください 

ポイント 

 就労に必要な情報を把握する面談にあたり、最初に被保護者本人にこのアンケートに記

入してもらいます。 

 就労に向けてのはじめての面談で本人も緊張していると思われます。少しでもリラックスし

て面談に臨めるように導入として活かしてください。 

 できるだけ被保護者本人に記入してもらい、就労支援の当事者は自分であることを本人

に理解してもらうようにします。 

 全部埋めることを目的とせず、少しずつで構わないので、記入できる範囲で書いてもらい

ます。 

 本人が記入することがどうしても難しい場合は、就労支援員等（就労支援の担当者）が聞

き取りながら、一緒に記入するようにします。本人にも内容を確認してもらいます。 

 第４部で、アセスメント結果をまとめる際に、このアンケート内容をもう一度参照して活かし

てください。 

9



記入上の注意 

1. 趣味や余暇 

 はじめに趣味や余暇の過ごし方について質問項目を置いています。一見すると就労

支援と無関係なようですが、被保護者本人との信頼関係づくりの入り口として、いき

なり仕事の話ではなく、身近な話題からはじめています。 

2. 目指す暮らし（長期の希望） 

 将来への希望や願いについて、漠然としていても構わないので思ったままを記入して

もらいます。 

 すぐに思いつかないケースも多いと思われますので、無理に埋める必要はありません。

目標が見えてきた段階であらためて記入してもらいます。 

 「周囲の支え助けになる関わり」については、現状と将来の希望を記入してもらいま

す。 

3. 求める支援・自分でできること（短期の希望） 

 自分の強み、苦手なことは、就労支援時に重要な手がかりとなります。 

 課題整理の書き方としては、番号順に「①解決したいこと・困っていること」から記入

をはじめると書きやすいと思います。次に「②その原因や背景」を辿って、「③今後ど

のようにしたいか」「④自分でやっていきたいこと」「⑤支援を求めたいこと」「⑥配慮

を希望すること」と記入していきます。 

 ここで整理された内容を活かしていくことで、被保護者本人の意思を尊重した就労

支援へと近づけることができます。 

【第３部】就労に必要な情報 

ポイント 

 主に就労支援員等（就労支援の担当者）が中心となり情報を把握して記入します。 

 ある程度の信頼関係を築いた上でないと聞き取りづらい項目もあると思われますので、焦

らずに回数を重ねてシートに記入していきます。 

 「就労準備チェック」と「本人の能力チェック」は、チェックがついた項目を集計することで、

就労に向けてどのくらいの段階にあるのか数値化できますが、あくまで就労支援員等の主

観が入っていることを考慮してください。 

 「就労準備チェック」と「本人の能力チェック」は、支援の過程で本人の変化を確認するこ

とができます。「変化を確認するシート」を活用してください。 
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記入上の注意 

１． 就労に向けた基本情報 

 「職歴」について、現在も就労中の場合は、直近の職歴に記入してください。その場合、

離職理由は記入する必要はありません。 

 「意欲と希望」については、本人の希望と現実とのギャップが感じられるケースがある

かもしれませんが、まずは本人の希望を正確に聞き取ります。 

 「求職活動」においては、保証人の有無が課題となるケースがあるので、必ず確認し

ます。 

 「通勤の範囲」については、本人の意思を尊重しつつ、面談を通して可能な範囲を一

緒に探ります。 

２． 就労準備チェック 

 それぞれの項目について、該当するもの全てにチェックを入れます。項目ごとにチェッ

クの数を数えて、下の集計欄に記入します。 

 「日常生活力」「対人関係」などの、それぞれの項目ごとに、被保護者本人のストレン

グス（強み）や困難さ（弱い部分）を確認します。多くチェックがついているものほど、

本人のストレングスであり、少ないものほど、本人の困難さとして確認できます。 

 支援の過程での変化を確認するためのツールとしても使用できます。変化を確認する

シートを活用してください。 

３． 本人の能力チェック 

 各能力について、複数回答はできませんので、一番近いと思うものを１つ選んでチェ

ックを付けてください。 

 １または２にチェックが入っている項目が、本人にとってのストレングス（強み）だと思

われますので、下の欄に記入して本人のストレングスを発見します。 

 「コミュニケーションスキル領域」は、スキルの内容で 5 つの小項目にわけていますの

で、それぞれ確認してみてください。 

 支援の過程での変化を確認するためのツールとしても使用できます。「変化を確認す

るシート」を活用してください。チェックがついた数字が、低いほどストレングス、高いほ

ど困難さの確認になります。「コミュニケーションスキル領域」については、特に気にな

る項目について記入してください。 

 

 

11



【第４部】アセスメント結果 

ポイント 

 アセスメント結果は、２種類のシートに記入します。 

 １種類目のシートは、就労支援員等（就労支援の担当者）が、第１部から第３部で把握し

た情報をもとに記入していきます。特に、第２部のアンケートから本人の意思をくみ取り、ア

セスメント結果に反映します。 

 アセスメント結果を受けて、連携が必要と思われる関係機関や社会資源をリストアップし

て、支援プランの策定に活用します。この連携先リストをしっかりと作成しておくことが、効

果的な就労支援に繋がります。 

 ２種類目のシートは、被保護者本人と就労支援員等が一緒に記入します。短期・中期・長

期の目標を立てて、その目標に向けて、被保護者本人、就労支援員等双方がやるべきこと

を明確にします。 

記入上の注意 

1. 支援プランの策定に向けて 

 本人の強み・長所で、まず被保護者本人のストレングス（強み）に着目します。 

 困難や必要な配慮については、本人の抱える困難を課題としてとらえるのではなく、

配慮が必要な点として考えます。 

 本人の思考傾向については、本人の特性であり、尊重すべきものとして考えます。 

 就労意欲についても課題としてとらえるのではなく、もし意欲が低下している場合は、

その原因・理由について考えます。 

 緊急支援が必要だと判断される場合は、すぐにケースワーカー等と連絡を取って情報

を共有します。 

 連携先リストは、項目ごとにチェックを付け、右側の余白部分に、具体的な連携先を記

入します。 

2. 就職活動や就労支援の行動目標 

 短期目標、中期目標、長期目標を被保護者本人と一緒に決定します。合わせて目標

達成のおおよその時期を定めます。 

 それぞれの目標達成に向けて、本人が取り組むべきこと、就労支援員等が取り組む

べきことを明確にします。 

 目標を記入することも大切ですが、これから目標に向けた取り組みが始まることを確

認し合い、お互いにモチベーションを高めていきます。 
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【付属】 

1. ジェノグラム、エコマップの記入 

 第１部の「世帯の基本構成」についての情報としてジェノグラムを。「本人と地域との

関係」についての情報としてエコマップを描きます。 

 ジェノグラムとエコマップは合わせて描いても構いません。 

2. お薬手帳の添付 

 第１部の基本情報の 4-2 本人の健康面で、服薬状況を確認する場合、お薬手帳が

あれば、コピーして添付してください。 
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被保護者に対する就労支援時に活用するアセスメントツール 

―支援者間の連携により、被保護者とともに可能性を発見するために― 

 

 

第 2章 

アセスメントシート 
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【第4部】アセスメント結果
  本人と一緒に就労支援員等が記入します。

 一部、ケースワーカーや就労支援員のみが使用する項目もあります。

 ＊はじめから全ての項目が埋まらなくても構いません。記入できるところから埋めていきます。

… p.14

本人とともに可能性を発見する
アセスメントシート

… p.1

… p.7

… p.9

 目次

【第1部】基本的な情報
ケースワーカー等から情報提供していただき、必要な情報を埋めていきます。

【第3部】就労に必要な情報
ケースワーカーや就労支援員が具体的に聞き取りながら埋めていきます。

【第2部】アンケート あなたの思いを教えてください
　 可能であれば本人に記入していただき、難しい場合はケースワーカーや就労支援員が

 聞き取りながら記入します。
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□PC □スマホ

□携帯 □プリペイド携帯

□固定電話 □ネット環境（Wi-Fi等）

□なし

1

、

基

本

情

報

特記事項

世帯

収入

※手取り

世

帯

の

基

本

構

成

住

ま

い

特記事項

住居

□持家 □賃貸アパート・マンション

□公営住宅　□会社の寮・借り上げ住宅

□その他（ ）

例：ＧＨ、入所施設、医療機関、知人宅

通信

環境

円／月

円／月

その他の

収入について

その他の

収入について

□なし　□あり

→□国民年金　□厚生年金　□障害年金　□その他（ ）

→額面（ 円　/ ヵ月　）

□なし　□あり

→□国民年金　□厚生年金　□障害年金　□その他（ ）

→額面（ 円　/ ヵ月　）

本人

本人

以外

世帯

配慮が

必要な

家族

□世帯内に配慮の必要な人がいる　→□介護　□障害　□看護　□その他（ ）

□世帯内に配慮の必要な人はいない

稼

働

能

力

判

定

の

結

果

※

別

紙

添

付

で

も

◎

意

見

就

労

意

志

や

動

機

世帯

人数 人

メール

□単独 □夫婦のみ □夫婦と子ども □ひとり親と子ども

□その他（ ）

どこまでの就労が可能か、本人の可能性や困難・支援を必要としていること

過去の

生活保護

受給歴

・ 年　　月　　日～ 年　　月　　日

・ 年　　月　　日～ 年　　月　　日

※付属のジェノグラムもご活用ください

特記事項

最低生活費 円／月

年　 月　 日 受付者

【第1部】基本的な情報

受給者

番号

保護

開始日 年 　月　 日
初回相談

受付日

年  月 　 日

（ 歳）

住所

〒 － （ ） －

（ ） －

氏名
フリガナ

性別
生年

月日

電

話

自宅

携帯

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第1部】基本的な情報 1/16
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（情報提供がある場合のみ利用）ご本人が相談されたいことや配慮を希望されることをどう把握されているかご記入ください

家族との関係 過去・現在

子育て 過去・現在

収入・生活費 過去・現在

住まい 過去・現在

居住空間（ゴミ屋敷・多頭飼育） 過去・現在

過去・現在

時期： きっかけ：

2

、

本

人

の

ラ

イ

フ

ヒ

ス

ト

リ

ー

/

過

去

・

現

在

の

状

況

過去・現在

過去・現在

過去・現在

過去・現在

過去・現在

過去・現在
時期： きっかけ：

過去・現在

過去・現在

過去・現在

過去・現在

過去・現在

項目
過去と現在の状況で当てはまるものすべてに○（両方の状況の場合は両方○）を付け、詳細をご記入ください

過去・現在

非行

過去・現在

過去・現在

過去・現在

過去・現在

過去・現在

専門療育
リョウイク

過去・現在

性売買

依存症（ 　　）

その他

（  ）

仕事上の不安やトラブル

地域との関係

介護・看護

ひきこもり

病気や健康

障害

不登校

ホームレス

虐待

DV（□加害　□被害）

家賃・ローンの支払い

税金や公共料金等の支払い

債務や借金

仕事探し・就職

過去・現在 特記事項

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第1部】基本的な情報 2/16
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第1子（性別： ）： 第2子（性別： ）：

第3子（性別： ）： 第4子（性別： ）：

第5子（性別： ）： 第6子（性別： ）：

第7子（性別： ）： 第8子（性別： ）：

矯正施設名
矯正施設

入所日
年　　 月　　 日

関係機関

・機関名　→□（ ）保護観察所　□保護司　□（ ）地域生活定着支援センター

□更生保護施設（ ）　□その他（ ）

・担当者（ ）　→連絡先等（ ）

犯罪の概要

動機や要因

2

、

本

人

の

ラ

イ

フ

ヒ

ス

ト

リ

ー

/

過

去

・

現

在

の

状

況

リ

ー

ガ

ル

・

ソ

ー

シ

ャ

ル

ワ

ー

ク

※

必

要

な

場

合

の

み

ご

記

入

く

だ

さ

い

特記事項

関係者

コメント

反社会的行動、性的モラル、固執性、他害の危険性、不起訴も含めた累犯傾向等

共犯者の有無
□なし

□あり　→状況（ ）

反社会的集団

との関係

□なし

□あり　→状況（ ）

罪名

入所回数

拘留歴

留置歴

警察、検察、保護司等からの伝聞があれば記載

過去の受刑等

について

　　回／合計年数　　年　　ヶ月

現在の状況

□執行猶予中（期間満了 年 月 日）

□保護観察中（期間満了 年 月 日）

□その他（ ）

刑名・刑期

受刑歴

入所歴

（ ） 虐待 （ ） いじめ （ ）
子どもが

抱える課題

性別・就学就労段階についてご記入ください

（ ） アレルギー （ ） 身体疾患 （ ）

保護歴

3

、

本

人

以

外

の

ラ

イ

フ

ヒ

ス

ト

リ

ー

(

ニ

ー

ズ

や

配

慮

）

介護

・

看護

・

障害 特記事項

ニーズや配慮について具体的に書いてください

就学・就労

状況

不登校 （ ）

特記事項

ニーズや配慮について具体的に書いてください

子

育

て

その他の事項があればご記入ください

具体的な状況・内容

第何子か分かるよう（　　）内に数字を記載ください　例 ： 第1子（ １ ）

非行

（ ） 犯罪 （ ）

精神疾患 （ ）

ひきこもり

（ ） 友人ができない （ ） 進学先 （ ） 就職先 （ ） 失業

依存 （ ） その他（ ）

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第1部】基本的な情報 3/16
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□日常の健康管理ができる（風邪、頭痛、腹痛などに注意することができる）

□調子が悪くなったときに適切に対処できる（安静にする、服薬する、家族や専門家に相談するなど）

□疲れたときは適当に休息することができる

□おおむね決まった時間に、朝起きて、夜寝ている

□栄養バランスの取れた食事をしている

□適度な運動をしている

□一人暮らしをする時や、家族を養う時に必要なお金の額が分かっている。

□身の回りの品物の値段は分かっているが、具体的な生活をする方法までは考えたことはない

□身の回りの品物の値段や、毎日の生活するために必要なお金の額についてあまり知らない

□預金や固定資産等の財産管理を行っている

□預金や固定資産等の財産管理は行っていない

□戸締まり・火の始末・緊急連絡等の危機管理を行うことができる

□戸締まり・火の始末・緊急連絡等の危機管理を行っていない、もしくはあまり知らない

□集団生活を行うにあたり特に問題となる行動はない

□集団生活を行うにあたり問題行動があるため月に1～2日支援を受けている

□週に1～2日支援を受けている

□ほぼ毎日支援を受けている

□突発的行動 □規則的生活を送る（昼夜逆転・ひきこもり等）

□反社会的行動(虚言・盗み等) □環境変化への適応（不穏・パニック等）

□社会生活を送るマナー（騒ぐ等） □依存に関して（ｱﾙｺｰﾙ・ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ等）

□人への迷惑行為（暴言・奇声・突発行動等） □物忘れや記憶（紛失・火の不始末等）

□自傷（自分に危害を及ぼす等） □道に迷う

□他害（人に危害を及ぼす等） □こだわり・固執等不安定な行動

□食に関するトラブル（過食・拒食・異食等） □その他（ ）

□物に関するトラブル（器物破損・盗癖・収集癖等）

□家族との関わり（挨拶・食事・団らん等） □困ったときに助けを求める人の存在

□近所づきあい（挨拶・地域のルールを守る等） □初めての行為に取り組むこと

□友だちづきあい（安定した関係） □地域活動参加（ゴミ分別・回覧板・掃除等）

□異性づきあい（性の知識・理解含め） □行きたい所へ行く（公共交通機関の利用等）

□集団内でのつきあい（心地よい居場所づくり） □情報の取捨選択（メディアから必要な情報を）

□自分を支え励ましてくれる人の存在 □詐欺や悪質商法への対応（断る・相談する等）

4

、

本

人

の

状

況

※

チ

ェ

ッ

ク

欄

に

は

、

で

き

る

こ

と

当

て

は

ま

る

こ

と

に

✓

起床・就寝時間、食事や外出の時間等、1日の生活についてご記入ください（本人と共に記入していただいても◎）

1日の

生活リズム

集団

生活

行動の

特性や

困難

起床できない、昼夜逆転、極端に不規則な飲食、入浴しない、不衛生な衣服着用・環境での生活、過度な飲酒やギャンブル等

4-1

本

人

の

日

常

生

活

・

社

会

生

活

その他、生活の中で気になる点があれば教えてください

社

会

生

活

自

立

金銭

管理

行

動

面

日

常

生

活

自

立

健康

の

維持

財産管理

□金銭管理を依頼している（機関名： ）　　□依頼していない

生活に必要な

お金の見通し

特記事項

危機管理

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート
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・服薬の自己管理 □自己管理　□管理していない→（管理者： ）

・服薬の時間・タイミング □理解している □あまり理解していない

・効果 □理解している □あまり理解していない

・副作用について □理解している □あまり理解していない

内容

経過

健康診断

通院

リハビリ

1ヵ所目 2ヵ所目 3ヵ所目

機関名

病院・施設

□行っている □特に行っていない

自身の

病気や疾患への

理解・受容

□理解し受容している □まぁまぁ理解し受容もしている

□あまり理解も受容もしていない □まったく理解も受容もしていない

状

態

過去2年間の

入院歴

□なし　□あり→① 年　　月～ 年　　月　病名（ ）

→② 年　　月～ 年　　月　病名（ ）

□服薬していない

□服薬している　→お薬手帳　□あり（最終ページにコピーを添付してください）　□なし

（薬の名称： ）（薬の名称： ）

（薬の名称： ）（薬の名称： ）

（薬の名称： ）（薬の名称： ）

薬の

理解

服薬状況

4

、

本

人

の

状

況

※

チ

ェ

ッ

ク

欄

に

は

、

で

き

る

こ

と

当

て

は

ま

る

こ

と

に

✓

4-2

本

人

の

健

康

面

現在の

状態・障害

（p.2の詳細）

過去の

主な病歴

（p.2の詳細）

初診日

期間

頻度

電話番号

主治医

診療科

現在の調子

ワ-カ-の所見

基礎疾患

アレルギー

障害

特記事項

□調子がいい □調子はまぁまぁいい

□調子はあまりよくない □調子はよくない

□基礎疾患→□高血圧症　□高脂血症　□糖尿病　□喘息　□その他（ ）

□アレルギー（ ）

□障害→□身体障害　□知的障害　□精神障害　□発達障害　□その他（ ）

刺青やタトゥー、ボディピアス、ピアス、リストカット等の身体的な特徴についてご記入ください

身体的症状（透析、脳梗塞等）、神経症状状態(不安・神経症等)、精神症状(幻覚・妄想・強迫等)等ご記入ください

医療措置

□通院・検診・休養などを、１週間に１～２日以上は必要としている

→定期通院の有無　□なし　□あり（毎週 曜日）・その他（ ）

□服薬は毎日必要であるが、通院・検診・休養などは定期的に月に数回くらいすればよい

□医療上の措置をあまり必要とせず、服薬しても通院・検診・休養を定期的にするほどではない

□医療上の措置を必要としない

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第1部】基本的な情報 5/16
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障害者手帳等

□無　□有　→□身体( 級)　□知的(療育)( 級)　□精神( 級)

→自立支援医療　□利用している　□利用していない

障害者手帳等

取得年月 年 月　取得

成年後見人

※類型は当ては

まるものに〇

・連絡先

・氏名

・類型（ 後見 ・ 保佐 ・ 補助 ）→ 関係性：

制

度

サ

ー

ビ

ス

4-2

本

人

の

健

康

面

4-3

本

人

の

地

域

と

の

関

係

外出頻度

行先等

□ほぼ毎日外出する □週の半分程度外出する □ほとんど外出しない

□知らないところでも外出する　□同じところしか行かない □その他（ ）

生活動線

友好関係

※付属の

エコマップも

ご活用ください

社会参加

コンビニ、スーパー、宗教関連施設、公民館等、よく行くところについてご記入ください

付き合いのある人・頼りにしている人等、ネットの友人関係、実際の友人関係についてご記入ください

□レクリエーションや行事に参加する □趣味や旅行を楽しむ機会に参加する

□自分の能力をうまく発揮する機会に参加する　□当事者団体の活動に参加する

□地域活動、サークルやボランティア活動に参加する →具体的な内容（ ）

・サービス名

・提供機関

・担当者名

・サービス支給量

・頻度

・制度

・期間

本人が

利用している

福祉・介護

サービス

本人が

利用を希望

している

福祉・介護

サービス

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート
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□スポーツ観戦（ ）　 □楽器を弾く（ ） □ネットサーフィン

□料理、お菓子作り □テレビ □収集

□スポーツ（ ）　 □絵、イラストを描く □散歩・街歩き

□ゲーム □友人との雑談 □電車に乗る・撮る

□カラオケ □マンガ □パチンコ

□映画 □ＤＶＤを見る □芝居・観劇

□ペット □ダンス、踊り □読書

□買い物 □パソコン □その他（ ）　

□寝る □スマホ □特になし

□お風呂に入っているとき □寝ているとき □特にない

□食事をしているとき □趣味の活動（ ）をしているとき　 □分からない

□家でゆっくりしているとき □社会参加の活動（ ）をしているとき　

□友だちと一緒にいるとき □その他（ ）　

□家族と過ごしているとき

氏名

受給者

番号

保護

開始日 年 　月　 日

上記の目指している暮らしを困難にしている要因等をご記入ください

働いて得た

お金をどのように

使いたいか

受付者

【第2部】アンケート｜あなたの思いを教えてください

初回相談

受付日 年　 月　 日

現在の調子は

どうですか？
□ 調子がいい　□ 調子はまぁまぁいい　□ 調子はあまりよくない　□ 調子はよくない

趣

味

や

余

暇

目指している

暮らし方

一緒に暮らしたい人がいる、働いて一人暮らしをしたいなど、何でもご記入ください

目

指

す

暮

ら

し

［

長

期

の

希

望

］

趣味・得意

芸能人・プロ野球・サッカーチーム・食べ物、サークル活動など何でもご記入ください

好きな物事

興味がある物事

生きがい等

困難にしている

要因

支援を

依頼したいこと

リラックス

安心している時

家にいる時の

過ごし方

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート
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求

め

る

支

援

・

自

分

が

で

き

る

こ

と

［

短

期

の

希

望

］

自分の強みや得意なこと 苦手なことや嫌いなこと

周囲の支え

助けになる

関わり

社会参加や

周囲との関係

当てはまるものについて、小さい欄には○を、大きい欄には具体的な内容や関係性等をお書きください

今もっている 今後もちたい

家族

友人

隣人

知人

恩人・恩師

地域の支援機関

民生委員等

目

指

す

暮

ら

し

［

長

期

の

希

望

］

親族

その他（ ）

公的機関

医療福祉機関

⑥配慮を希望すること

課

題

整

理

①解決したいこと・困っていること ②その原因や背景

③今後どのようにしたいか ④自分がやっていきたいこと

⑤支援を求めたいこと

民間団体

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート
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年　　月 ～ 年　　月　 □就労中

【第3部】就労に必要な情報

1

、

就

労

に

向

け

た

基

本

情

報

□中学　□高校　□特別支援学校(学級)

□専門学校・専修学校・各種学校　□高専　□短大

□大学　□大学院　□その他（ ）

□卒業

□中退

□在学中

主な職歴（長期就労等）

一般

福祉

氏名

受給者

番号

保護

開始日 年 　月　 日
初回相談

受付日 年　 月　 日 受付者

業務内容

月収(手取)

□解雇 □契約満了 □廃業

□自己都合（□病気　□結婚・育児　□介護）

□その他（ ）

□解雇 □契約満了 □廃業

□自己都合（□病気　□結婚・育児　□介護）

□その他（ ）

辞めた理由を詳しく教えてください 辞めた理由を詳しく教えてください

年　　月 ～ 年　　月

離職理由

最

終

学

歴

職

歴

就労期間

一般

福祉

過去の

就労期間の

通算

年 ヵ月　　・ 転職回数（ 回　）

□あり　→□普通　□中型　□大型　□原付

□なし

運転

免許

資

格

業種

職種

就労形態

在学中の様子、専門分野、中退や退学の理由等

直近の職歴

□正社員 □契約社員/委託社員

□障害者雇用　□パートタイマー

□アルバイト　□派遣 □日雇い

□就労継続支援Ａ型事業

□就労継続支援Ｂ型事業

□正社員 □契約社員/委託社員

□障害者雇用　□パートタイマー

□アルバイト　□派遣 □日雇い

□就労継続支援Ａ型事業

□就労継続支援Ｂ型事業

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート
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□建設 □土木 □機械製造 □食品製造 □ドライバー □警備 □販売 □飲食

□事務 □営業 □管理 □物流（倉庫）□農林水産業 □IT □テレアポ □軽作業

□清掃 □医療・福祉 □その他（ ）

□現在、職業訓練や就労体験を利用している（利用先： ）

□以前、職業訓練や就労体験を利用した経験がある（利用先： ）

□利用していない／利用経験はない

□有

連絡先（ ）

□無

□電車 □自転車

□自動車 □徒歩

□バス □その他

□原付 ( )

求

職

活

動

通

勤 通勤にあたり

必要な配慮

※医師の意見が

あれば記載

例：常に介助が必要、ラッシュ等の回避で通勤時間帯の配慮が必要、慣れるまでは同行が必要等

雇用保険

失業等給付
保証人

□受給中（期間： ～ ）

□受給資格なし（理由： ）

グループワーク

セミナー

1

、

就

労

に

向

け

た

基

本

情

報

求職活動

状況

□ハローワーク（場所： ）

□求人情報誌 □インターネットサイト □知り合い □その他（ ）

職業訓練

就労体験状況

希望休日

通院等で特定の曜日の休みが必要等

その他、就労上の希望があればご記入ください

意

欲

と

希

望
□フルタイム

□パートタイム　( ）時～（ ）時・（ ）時間／日・（ ）日／週
□夜勤可勤務時間

希望する

賃金

□月給　（　手取り　約 円　）

□時給　（ 円　）　　□日給　（ 円）

仕事内容

内容や労働条件

職業

身につけたい

資格・能力

□収入 □人間関係 □働きがい □キャリア形成 □休日

□その他（ ）

これまでに

就職に至ら

なかった理由

就職するために自分に必要なこと

合計 分まで

最寄り

駅

バス停

□電車　□バス

(駅名： )

働くときに

重視すること

□参加したことがある □参加希望 □参加したことがない

参加内容や参加希望内容　例：PC技能、コミュニケーション能力、資格取得等

通勤方法・

通勤可能範囲

就労意欲
就労

時期

・時期　　（ ）ヵ月目までに就労

・その他　（ ）

□すぐに就職(転職)したい □良い条件のものがあれば就職(転職)したい

□今は就職(転職)する気持ちがないが、いずれ考えたい　□その他（ ）

□就労継続支援Ａ型事業

□就労継続支援Ｂ型事業

本人が

希望する

就労形態

□一般就労　□福祉的就労

□職業訓練　□起業　□内職

□その他（ ）

本人が

希望する進路

一般

□正社員 □契約社員/委託社員

□障害者雇用 □パートタイマー

□アルバイト □派遣 □日雇い

福祉

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート
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□月単位での金銭管理ができる □交通機関を適切に使うことができる

□趣味や楽しみを持っていて気晴らしができる □言葉使いや態度、公衆マナーが身についている

□清潔に身だしなみを整える、病気に気を付けることができる

□医療面での他者の管理は必要としない。あっても、自分で医師の指示を守っている。

□あいさつ、返事ができる □敬語を使うことができる

□自分から必要なことは伝えられる □自分から日常会話のきっかけを作ることができる

□最初は緊張が強いが、慣れるとうまくコミュニケーションがとれる

□時々うなずいたり、目を合わせたりして、しぐさで、聞いているということを相手に伝えることができる

□家族、知人に協力を求めることができる □家族や友人などに仕事の話をしてストレス解消できる

□毎日通勤して働ける状態である □自分の働きたい気持ちがはっきりしている

□自分にあった職種や仕事内容がわかっている □自分にあった勤務時間などの条件がわかっている

□求職活動の方法や、その際の援助の受け方を知っている

□職場の規則を守ることができる □安全に仕事をすることができる

□仕事でミスしたときに謝ることができる □仕事で分からないときに聞くことができる

□遅刻、欠勤の場合には自分で連絡ができる □体調が悪い時には、そのことを伝えて休養できる

□次の日、次の週に、疲れを残さないための工夫ができる

□席をはずすときの声かけができる（「失礼します、少し席をはずします」「○○へ行ってきます」など）

□ミスや間違いがないか確認できる □作業中は集中して取り組むことができる

□仕事について意欲的に取り組むことができる □必要に応じて自分から手助けを求めることができる

□日に（ ）時間、一定の作業量をこなす持久力がある

□職場や担当部署の仕事のながれを意識して、作業に取り組むことができる

□積極的に取り組む □失敗が少なくて確実さがある

□注意されたときには素直に従う □ムラのない能率で作業が行える

□慣れれば能率や確実さが向上する □気が散る状況でも周囲に影響されない

□指示されたことは、ひとりでもやり遂げる □期待に答えられないときに、弁解をしない

□理解できないことがあれば自分から尋ねる □安全に注意したり、または用具の正しい使い方を守る

□決まり切ったことなら指示がなくても自分から始められる

□ミスや故障を連絡したり、または進行の状況などを報告する

□努力するが、出来ないときには人の援助を素直に受け入れる

□課題の進み具合に注意したり、または作業に使う道具などを事前に準備する

□仲間と共同して行動できる

□自分勝手な行動を取らない

□他の人の迷惑になることはしない

□初対面の人にでも挨拶や返事ができる

□収入に合わせて金銭の支出を管理する

□次の日に影響しない程度に余暇を過ごす

□規則正しい生活習慣をほぼ身につけている

□ささいなことで感情にとらわれることは少ない

□人に尋ねたりして簡単な書類手続きができる

□時間の約束やいろいろな規則を守って行動する

□危険な場所や状況を適切に判断して自分で身を守る

□ルールを守らないなど、反社会的な問題行動を起こさない

□見苦しい格好やだらしない服装をしないように心掛けている

□休んだり遅刻する時には、自分で（または保護者が）事前に届ける

／6

対

人

関

係

2

、

就

労

準

備

チ

ェ

ッ

ク

※

当

て

は

ま

る

も

の

全

て

に

✓

日

常

生

活

力

協

力

就

労

職

場

の

ル

ー

ル

作

業

遂

行

力

課

題

遂

行

力

社

会

生

活

の

遂

行

項目ごとにチェックの数を数え、ご記入ください　（ストレングス・困難さの発見）

日常生活力 対人関係 協力 就労
職場の

ルール
作業遂行力 課題遂行力

社会生活の

遂行

／14／6 ／6 ／2 ／5 ／8 ／14

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第3部】就労に必要な情報 11/16
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〇　1、問題はない。または、抽象的・論理的な内容になると、困難なこともある

〇　2、普段の会話にはついて行けるが、複数の人との話し合いになると困難である

〇　3、普段の会話には何とかついて行けるが、重要な事は繰り返して念を押す必要がある

〇　4、雑談程度の内容でも、繰り返し言ったり、いろいろな手段を交える必要がある

〇　5、見本を提示、ジェスチャーなどのいろいろな手段と共に話しかけられれば、短い文や単語を理解できる

〇　1、問題はない。または、新聞の社会面程度の内容を書くときに、まとまりを欠く表現をすることがある

〇　2、手紙や日記程度の内容であれば、1000字くらいの長さでも書くことができ、文字や文法の誤りも少ない

〇　3、身の回りのできごとであれば、簡単な表現で200字くらいの文を書くことができる

〇　4、普段からよく使う単語については、書くことができる

〇　5、自分の名前などの、ごく少数の限られた単語（漢字でもひらがなでもよい）しか書けない

〇　1、問題はない。または、2桁の4則演算で、ときどき間違えることがある

〇　2、2桁の加減算はできるが、乗除算になると間違いが多い

〇　3、1桁の加減算はできる

〇　4、普段の生活で必要となる数の理解（時計の読み取り、硬貨や札の金額、品物を数えるなど）ができない

〇　1、PCやスマホ（携帯）を不自由なく操作することができる

〇　2、PCを不自由なく操作することができる。しかしスマホ（携帯）はあまり使えない

〇　3、スマホ（携帯）を不自由なく操作することができる。しかしPCはあまり使えない

〇　4、PCやスマホ（携帯）をあまり使えない

〇　1、問題はない。新聞の社会面程度の内容でも、時間をかけて読めば理解できる

〇　2、手紙や日記程度の内容であれば、１０００字くらいの長さでも読んで理解できる

〇　3、身の回りのできごとについて、簡単な表現で書いてあれば、２００字ぐらいの長さでも読んで理解できる

〇　4、普段からよく使う単語については、読んで理解できる

〇　5、身の回りの品物について、読むだけで理解できる単語はごく少ない

〇　1、自分が必要とする時に、それに応じた適切な協力を、身寄りや周りの人たちから得られる

〇　2、身寄りや周りの人たちの協力はあるが、ときには必要以上に干渉的（過保護）だったり、

支援不足になったりして、自分にとって良好な状況とはいえない

〇　3、身寄りがいても積極的な協力はない。自分に対する周りの人たちの関心が薄く、支援を必要とする場合でも

積極的な協力をしてくれるというほどではない

〇　4、家族や身寄りがいなかったり、いても交流がない。周りの人や、地域の支援機関などの協力を得られない、

受けたくない、居住する場所がない

〇　1、問題はない。または、論理的な内容や込み入った話になると、まとまりを欠くことがある

〇　2、普段の会話ならついて行けるが、文法的な間違いをしたり、適切な句や単語を使えないことがある

〇　3、雑談程度の会話の場合でも、断片的な単語だけで話すことが多い

〇　4、単語を羅列することによって、自分の考えを伝えることができる

〇　5、ごく限られた単語を使ったり、話し方に誤りも多いが、何とか自分の欲求や望みを伝えられる

相手が繰り返して尋ねたり、いろいろと推測することが必要と感じる

○ 1、電話・FAX・メール・パソコン等が使用（内容の理解等）できる

○ 4、電話・FAX・メール・パソコン等があまり使用（内容の理解等）できない

○ 1、非言語的サイン（絵・カード・写真）が理解できる

○ 4、非言語的サイン（絵・カード・写真）をあまり理解できない

○ 1、誰にでも意思表現、気持ちを伝えられる

○ 4、特定の人にしか意思表現、気持ちを伝えられない

○ 1、どんな人からの意思伝達も理解できる

○ 4、特定の人からの意思伝達しか理解できない

○ 1、どのような人にもYes/Noレベルの意思表示ができる

○ 4、家族等特定の人にしかYes/Noレベルの意思表示ができない

□言語理解能力 □書く力（識字力） □数的処理能力 □デバイス操作能力

□読解力 □関係性 □話す能力 □コミュニケーションスキル領域

3

、

本

人

の

能

力

チ

ェ

ッ

ク

※

最
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✓
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シ

ョ
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キ
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領
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そ

れ

ぞ

れ

✓

）

言

語

理

解

能

力

書

く

力

（

識

字

力

）

数

的

処

理

能

力

デ

バ

イ

ス

操

作

能

力

読

解

力

関

係

性

話

す

能

力

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

ス

キ

ル

領

域

「1」又は「2」にチェックが付いている項目名にチェックを付けてください（ストレングスの発見）

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第3部】就労に必要な情報 12/16
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1回目 2回目 3回目 4回目

変化を確認するシート｜
複数回アセスメントを行い、本人の変化をみていきます。空欄はコメントや特記事項等記入下さい。

「就労準備チェック」は、項目ごとに✓の数を記入 ⇒ ストレングス・困難さの発見

「本人の能力チェック」は、✓が付いた番号(1～5)を記入 ⇒ 数字が低＝ストレングス・高＝困難

／6

日常生活力

就

労

準

備

チ

ェ

ッ

ク

／2 ／2 ／2

／5 ／5 ／5 ／5

／8 ／8 ／8 ／8

／2

年　　月 　　日 年　　月 　　日 年　　月 　　日 年　　月 　　日

／6 ／6 ／6 ／6

／6 ／6 ／6

／14 ／14 ／14 ／14

／6 ／6 ／6 ／6

／14 ／14 ／14 ／14

コメント コメント コメント コメント

本

人

の

能

力

チ

ェ

ッ

ク

対人関係

協力

就労

職場のルール

作業遂行力

課題遂行力

社会生活の

遂行

言語理解能力

書く力

（識字力）

数的処理能力

デバイス

操作能力

読解力

関係性

話す能力

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

スキル領域

※特に気になる項目

について記入

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第3部】就労に必要な情報 13/16
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□あり □なし

□あり □なし

氏名

受給者

番号

保護

開始日 年 　月　 日

本

人

の

強

み

・

長

所

本人のストレングス（得意なこと、頑張っているところ、素敵なところ）を3つ以上記入

困

難

や

必

要

な

配

慮

本人は自ら望んで支援を受け入れようと思っているか、その理由を記入

初回相談

受付日 年　 月　 日

就労支援員等使用

【第4部】アセスメント結果｜
支援プラン策定に向け、「【第2部】 アンケート あなたの思いを教えてください」

を参照しながらご記入ください

受付者

※

必

要

な

場

合

は

記

入

緊

急

支

援
時期、具体的な準備内容

過去の失敗や困難から、裏返しの「ここはいける」を見つける項目。困難や離職につながった理由等を記入

具体的な状況

□あり □不明 □なし

必要性

自殺の準備性

自殺の危険性

本

人

の

思

考

傾

向

価値観や思考パターン、善悪の判断等について記入

ス

ト

レ

ッ

サ

ー

キ

ー

パ

ー

ソ

ン

キーパーソン ストレッサー
具体的に記入 ストレス関係にある人や物事を記入

本

人

の

意

欲

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第4部】アセスメント結果_支援員 14/16
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□ 就労支援員

□ 就労支援ナビゲーター（ハローワーク）

□ 就労準備支援員

□ 公共職業安定所（ハローワーク）

□ 生活困窮者自立相談支援機関

□ 職業能力開発校

□ 障害者職業センター

□ 発達障害者支援センター

□ 地域若者サポートステーション

□ 子ども家庭担当

□ 高齢福祉担当

□ 障害福祉担当

□ 民生委員（児童委員）

□ 弁護士

□ 税理士

□ 社会保険労務士

□ 生活困窮者の支援団体

□ 関連するNPO法人や社会福祉法人

□ 近隣の人たちなどの身近な個人的な人間関係

□ 市民ボランティア

□ 福祉事務所内の各ソーシャルワーカー

□ 医療機関

□ 保健所

□ 精神保健福祉センター

□ リハビリテーションセンター

□ リハビリテーション技術支援組織

□ 障害者就業・生活支援センター

□ 就労移行支援事業者

□ 就労継続支援事業者

２

、

利

用

者

を

直

接

支

援

す

る

人

的

資

源

と

し

て

の
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ッ

ト
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ー

ク

３

、

医

療

・

福

祉

な

ど

専

門

機

関

と

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

その他

連携先リスト｜
アセスメント結果を受け、連携が必要な関係機関や社会資源を整理していきます。

連携が必要な項目にチェックを付け、右側の余白に具体的な連携先の名称等ご記入ください。

１

、

連

携

・

協

働

す

る

た

め

の

組

織

的

な

ネ

ッ

ト

ワ
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ク

専

門

職

福

祉

事

務

所

・

生

活

保

護

所

管

就

労

関

連

サ

ー

ビ

ス

提

供

機

関

自

治

体

内

部

関

係

部

署

地

域

の

相

談

援

助

活

動

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート
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・
・
・
・
・

氏名

受給者

番号

保護

開始日 年 　月　 日

就労支援員等

家庭訪問、セミナー斡旋、家族理解や協力を得

る、体験先や求人開拓等具体的に記入

本人

目標のためにやることについて記入

目標のためにやることについて記入 家庭訪問、セミナー斡旋、家族理解や協力を得

る、体験先や求人開拓等具体的に記入

☆求職活動や就労支援の行動目標

【第4部】アセスメント結果｜
中間的就労、就労体験、社会生活の部分で居場所を通して等

レベルに合わせた多様な支援の枠組みを想定

初回相談

受付日 年　 月　 日 受付者

本人・就労支援員等使用

家庭訪問、セミナー斡旋、家族理解や協力を得

る、体験先や求人開拓等具体的に記入

短期目標
目標について記入

( )年(　　)月を目途に

中期目標

目標について記入

( )年(　　)月を目途に

長期目標

目標について記入

( )年(　　)月を目途に

☆コメント

目標のためにやることについて記入

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第4部】アセスメント結果_本人 16/16
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氏名

受給者

番号

保護

開始日 年 　月　 日

・ジェノグラム（家族関係図）＆エコマップ（社会資源との相関関係）　男性：□　女性：○

初回相談

受付日 年　 月　 日 受付者

【付属】

例

出典：門田光司・鈴木庸裕「学校ソーシャルワーク演習」ミネルヴァ書房,2012,pp44-46

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【付属】
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被保護者に対する就労支援時に活用するアセスメントツール 

―支援者間の連携により、被保護者とともに可能性を発見するために― 

 

 

第 3章 

アセスメントシート活用の４つの事例 

（解説と記入例） 
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第 3章 アセスメントシート活用の 4つの事例と解説 

20代 DV母子ケースの解説 

ケース概要

２０代女性。本人、長男(４歳)、次男(２歳)の三人世帯。前夫のＤＶにより避難的に転居されて

います。地縁もない土地で、社会的孤立の状態です。成育歴として、幼少期に父親が亡くなられ

て、それからは母親、兄、本人の三人で生活していました。 

母親は働きづめだったため、兄もアルバイト等で家計を助けており、幼少時代から本人は家事

をこなしていました。本人は子ども時代から親に甘える機会は少なかったと述べられています。本

人はその後、高校時代に交際していた男性との間に長男を授かりますが、出産間近にその交際

男性は出奔。精神的なダメージはありましたが、一人で育てなければならないという責任を強く

持ち、実家に住みながら子育てを開始。その後、再婚し、次男を授かりましたが、そのころから夫

の長男に対する態度が悪化。夫は長男に対して暴力や暴言を放ち、それを本人が庇うことから

夫と本人の喧嘩に発展。そのような状況が１年以上続いたのち、離婚を決意し、長男と次男を連

れて家を後にし、現在に至ります。 

現在の生活状況としては、保育園に子どもを預けパートで働きながら、子ども二人を育ててお

り、経済的には就労収入と、生活保護費で生活しています。主訴として、就労自立をしたいとのこ

とですが、子どもの夜泣きで睡眠時間が少なく、兄弟間の喧嘩も絶えないため、休息がとれてい

ません。 

このケースで重要なアセスメントのポイント 

アセスメントのポイントは３点あります。

１点目は、家事、育児、就労を両立する困難さには留意する必要があります。２点目は家事、育

児、就労をこなすための協力者やサービスも含めた強みのアセスメントです。３点目は協力者や

サービスを本人がどのように感じているかです。幼少期の経験からくるワーカビリティの低さに

留意が必要です。 

また、支援の中で効果的だったポイントは、ひとり親で地域社会から孤立していることから、仕

事探しの前に、子育ての不安や居場所が必要と考えました。また、就労支援と並行して、心理相

談ができる女性スタッフの存在が大きかったです。 

このアセスメントシートの活用方法 

アセスメントシートの活用として、第２部と第３部を本人と悩みながら作成し、その中で自身の
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状況を客観視してもらうようにサポートします。他にも情報を視覚化している第１部の１日の生活

リズムも利用可能と考えます。

アセスメントシートを使用し見えてきた本人の強み・困難の方向性

シートを使ったことにより、本人の強みとして、子どもに対する責任感の強さ、社会生活を送る

能力があることがうかがえます。一方で、周りに気を使うことによるストレス、そのはけ口がないこ

とがうかがえますが、地縁の中で子ども食堂と関わっていることなど、キーパーソンが見つかりま

した。 

子ども食堂に参加した本人の変化として、母子で参加できる子ども食堂で居場所や相談で

きる場ができ、ママ同士の会話や他の子どもたちとの関わりを通じて、1 人で抱えず支援を受け

る受援力が生まれ、就労支援にも良い効果がでました。 

アセスメントのその後

子どもに対する責任感というところを大切にフォローしつつ、子ども食堂などの地縁も頼るよう

サポートしていきました。お菓子作りが趣味であったことから、子ども食堂でその特技を活かすこ

とができたため、本人としても気遣いなく、居場所として定着していきました。 

アセスメントシートを利用した感想

本人の強み、弱みを多角的に判断するツールとして十分な内容と考えます。また、作成する中

で、情報と情報がリンクして、新たな強みや弱みを作り出せることが出来ました。 
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記入例：20代DV母子ケース

□PC ■スマホ

□携帯 □プリペイド携帯

□固定電話 ■ネット環境（Wi-Fi等）

□なし

1

、

基

本

情

報

特記事項

世帯

収入

※手取り

世

帯

の

基

本

構

成

住

ま

い

特記事項

住居

□持家 ■賃貸アパート・マンション

□公営住宅　□会社の寮・借り上げ住宅

□その他（ ）

例：ＧＨ、入所施設、医療機関、知人宅

通信

環境

 90,000 円／月

円／月

公的年金等の

収入について

公的年金等の

収入について

□なし　■あり→□国民年金　□厚生年金　□障害年金　■その他（ 児童手当、児童扶養手当 ）

→額面（ 　78,050　　　円　/　　1　ヵ月　）

□なし　□あり

→□国民年金　□厚生年金　□障害年金　□その他（ ）

→額面（ 円　/ ヵ月　）

本人

本人

以外

世帯

配慮が

必要な

家族

■世帯内に配慮の必要な人がいる　→□介護　□障害　□看護　■その他（　幼児2人　）

□世帯内に配慮の必要な人はいない

※

別

紙

添

付

で

も

◎

稼

働

能

力

判

定

会

議

の

結

果

意

見

就

労

の

意

志

や

動

機

どこまでの就労が可能か、本人の可能性や困難・支援を必要としていること

世帯

人数 　　3　人

メール

□単独 □夫婦のみ □夫婦と子ども ■ひとり親と子ども

□その他（ ）

※最終ページのジェノグラムもご活用ください

こども2人(4歳と2歳)を育てている。二人とも保育園に通園しているが、夜泣きがひど
く、本人自身も育児に疲れている。DVによる避難であるため、地縁がなく、親族も働い
ているため頼れない。本人自身はメニエール病で慢性的な頭痛と眩暈がある。

母子で経済的自立を図りたいとの主訴。
また、保育園に通わせるために一定就労しなければならない。自身で就職活動をする
ものの、育児と就労のバランスが分からず継続的な就労には至らず。

最低生活費 240,580 円／月

年　 月　 日 受付者

【第1部】基本的な情報

受給者

番号

保護

開始日 年 　月　 日
初回相談

受付日

年　  月 　 日

（　22　歳）

住所

〒 － （ ） －

（ ） －

氏名
フリガナ

性別 女
生年

月日

電

話

自宅

携帯

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第1部】基本的な情報
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記入例：20代DV母子ケース

居住空間（ゴミ屋敷・多頭飼育） 過去・現在 ごみ屋敷ほどではないが整理整頓は出来ていない。

過去・現在 滞納なし。

過去・現在

前夫から長男への身体的虐待あり。

過去・現在

過去・現在
時期： きっかけ：

過去・現在

過去・現在 第一子と第二子は父が違う。現在も別の交際男性がいる。

過去・現在 前夫から本人へ暴力、暴言あり。

過去・現在

本人：メニエール病。次男：アトピー。

過去・現在

性売買

関係性は良好だが、金銭、育児の援助は不可。

子育て 過去・現在 こども達の夜泣きに困惑している。

収入・生活費 過去・現在 生活保護費と就労収入で生活。

住まい 過去・現在 賃貸住宅に居住

（情報提供の場合のみ利用）ご本人が相談されたいことや配慮を希望されることをどう把握されているかご記入ください

項目
過去と現在の状況で当てはまるものすべてに○（両方の状況の場合は両方○）を付け、詳細をご記入ください

過去・現在

非行

過去・現在 こどもの急な発熱による欠勤。

過去・現在 地縁はなし。

過去・現在 滞納なし。保護受給前に免除申請済み。

過去・現在 なし。

過去・現在 子育てとの両立で難航している。

専門療育
リョウイク

過去・現在

過去・現在
時期： きっかけ：

過去・現在

家族との関係 過去・現在

依存症（ 　　）

その他

（  ）

仕事上の不安やトラブル

地域との関係

介護・看護

ひきこもり

過去・現在

病気や健康

障害

不登校

ホームレス

虐待

DV（□加害　■被害）

家賃・ローンの支払い

税金や公共料金等の支払い

債務や借金

仕事探し・就職

過去・現在 特記事項

2

、

本

人

の

ラ

イ

フ

ヒ

ス

ト

リ

ー

/

過

去

・

現

在

の

状

況

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第1部】基本的な情報
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記入例：20代DV母子ケース

第1子（性別：　男　　）：初婚の夫との子 第2子（性別：　男　　）：二回目の夫との子

第3子（性別： ）： 第4子（性別： ）：

第5子（性別： ）： 第6子（性別： ）：

第7子（性別： ）： 第8子（性別： ）：

年　　 月　　 日

警察、検察、保護司等からの伝聞があれば記載

過去の受刑等

について

保護歴

　　回／合計年数　　年　　ヶ月

矯正施設名
矯正施設

入所日

関係機関

・機関名　→□（ ）保護観察所　□保護司　□（ ）地域生活定着支援センター

□更生保護施設（ ）　□その他（ ）

・担当者（ ）　→連絡先等（ ）

犯罪の概要

動機や要因

2

、

本

人

の

ラ

イ

フ

ヒ

ス

ト

リ

ー

/

過

去

・

現

在

の

状

況

リ

ー

ガ

ル

・

ソ

ー

シ

ャ

ル

ワ

ー

ク

※

必

要

な

場

合

の

み

ご

記

入

く

だ

さ

い

特記事項

関係者

コメント

反社会的行動、性的モラル、固執性、他害の危険性、不起訴も含めた累犯傾向等

共犯者の有無
□なし

□あり　→状況（ ）

反社会的集団

との関係

□なし

□あり　→状況（ ）

罪名

入所回数

拘留歴

留置歴

現在の状況

□執行猶予中（期間満了 年 月 日）

□保護観察中（期間満了 年 月 日）

□その他（ ）

刑名・刑期

受刑歴

入所歴

3

、

本

人

以

外

の

ラ

イ

フ

ヒ

ス

ト

リ

ー

(

ニ

ー

ズ

や

配

慮

）

介護

・

看護

・

障害 特記事項

ニーズや配慮について具体的に書いてください

就学・就労

状況

不登校 （ ）

特記事項

ニーズや配慮について具体的に書いてください

子

育

て

その他の事項があればご記入ください

具体的な状況・内容

第何子か分かるよう（　　）内に数字を記載ください　例 ： 第1子（ １ ）

（　' 1　 ） 虐待 （ ） いじめ （ ）
子どもが

抱える課題

性別・就学就労段階についてご記入ください

（ ） アレルギー （ ） 身体疾患 非行

（ ） 犯罪 （ ）

精神疾患 （ ）

ひきこもり

（ ） 友人ができない （ ） 進学先 （ ） 就職先 （ ） 失業

（ ）

依存 （ ） その他（ ）

第一子と前夫との関係性は劣悪で虐待を受けていた。語彙は年齢からすると少ない。

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第1部】基本的な情報
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記入例：20代DV母子ケース

■日常の健康管理ができる（風邪、頭痛、腹痛などに注意することができる）

□調子が悪くなったときに適切に対処できる（安静にする、服薬する、家族や専門家に相談するなど）

□疲れたときは適当に休息することができる

□おおむね決まった時間に、朝起きて、夜寝ている

□栄養バランスの取れた食事をしている

□適度な運動をしている

■一人暮らしをする時や、家族を養う時に必要なお金の額が分かっている。

□身の回りの品物の値段は分かっているが、具体的な生活をする方法までは考えたことはない

□身の回りの品物の値段や、毎日の生活するために必要なお金の額についてあまり知らない

■預金や固定資産等の財産管理を行っている

□預金や固定資産等の財産管理は行っていない

■戸締まり・火の始末・緊急連絡等の危機管理を行うことができる

□戸締まり・火の始末・緊急連絡等の危機管理を行っていない、もしくはあまり知らない

■集団生活を行うにあたり特に問題となる行動はない

□集団生活を行うにあたり問題行動があるため月に1～2日支援を受けている

□週に1～2日支援を受けている

□ほぼ毎日支援を受けている

□突発的行動 □規則的生活を送る（昼夜逆転・ひきこもり等）

□反社会的行動(虚言・盗み等) □環境変化への適応（不穏・パニック等）

■社会生活を送るマナー（騒ぐ等） □依存に関して（ｱﾙｺｰﾙ・ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ等）

□人への迷惑行為（暴言・奇声・突発行動等） □物忘れや記憶（紛失・火の不始末等）

□自傷（自分に危害を及ぼす等） □道に迷う

□他害（人に危害を及ぼす等） □こだわり・固執等不安定な行動

□食に関するトラブル（過食・拒食・異食等） □その他（ ）

□物に関するトラブル（器物破損・盗癖・収集癖等）

□家族との関わり（挨拶・食事・団らん等） □困ったときに助けを求める人の存在

■近所づきあい（挨拶・地域のルールを守る等） □初めての行為に取り組むこと

□友だちづきあい（安定した関係） ■地域活動参加（ゴミ分別・回覧板・掃除等）

□異性づきあい（性の知識・理解含め） ■行きたい所へ行く（公共交通機関の利用等）

■集団内でのつきあい（心地よい居場所づくり） □情報の取捨選択（メディアから必要な情報を）

□自分を支え励ましてくれる人の存在 ■詐欺や悪質商法への対応（断る・相談する等）

4

、

本

人

の

状

況

※

チ

ェ

ッ

ク

欄

に

は

、

で

き

る

こ

と

当

て

は

ま

る

こ

と

に

✓

起床・就寝時間、食事や外出の時間等、1日の生活についてご記入ください（本人と共に記入していただいても◎）

1日の

生活リズム

集団

生活

行動の

特性や

困難

起床できない、昼夜逆転、極端に不規則な飲食、入浴しない、不衛生な衣服着用・環境での生活、過度な飲酒やギャンブル等

4-1

本

人

の

日

常

生

活

その他、生活の中で気になる点があれば教えてください

社

会

生

活

技

能

金銭

管理

行

動

面

日

常

生

活

自

律

健康

の

維持

財産管理

危機管理

□金銭管理を依頼している（機関名： ）　　■依頼していない

生活に必要な

お金の見通し

特記事項

こどもの夜泣きが収まらず、朝まで質の低い睡眠しかとれていない。本人は本来規則的な生活を送る能

力があるが、育児について頼れる知人がおらず、悪循環に陥っている。

睡眠
夜泣きにより断続的

子どもを保育園

に預け就労

子どもの

体調により変動

登園の用意お迎え、買い出し

食事(食べ渋り有)

余暇時間

子どもの喧嘩が頻繁にある

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第1部】基本的な情報
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記入例：20代DV母子ケース

・服薬の自己管理 □自己管理　□管理していない→（管理者： ）

・服薬の時間・タイミング □理解している □あまり理解していない

・効果 □理解している □あまり理解していない

・副作用について □理解している □あまり理解していない

内容

経過

健康診断

通院

リハビリ

1ヵ所目 2ヵ所目 3ヵ所目

機関名

病院・施設

□行っている ■特に行っていない

自身の

病気や疾患への

理解・受容

□理解し受容している ■まぁまぁ理解し受容もしている

□あまり理解も受容もしていない □まったく理解も受容もしていない

状

態

過去2年間の

入院歴

■なし　□あり→① 年　　月～ 年　　月　病名（ ）

→② 年　　月～ 年　　月　病名（ ）

□服薬していない

□服薬している　→お薬手帳　□あり（最終ページにコピーを添付してください）　□なし

（薬の名称： ）（薬の名称： ）

（薬の名称： ）（薬の名称： ）

（薬の名称： ）（薬の名称： ）

薬の

理解

服薬状況

4

、

本

人

の

状

況

※

チ

ェ

ッ

ク

欄

に

は

、

で

き

る

こ

と

当

て

は

ま

る

こ

と

に

✓

4-2

本

人

の

健

康

面

現在の

状態・障害

（p.4の詳細）

過去の

主な病歴

（p.2の詳細）

メニエール病で慢性的な頭痛と眩暈がある。

初診日

期間

頻度

電話番号

主治医

診療科

現在の調子

ワ-カ-の所見

基礎疾患

アレルギー

障害

特記事項

□調子がいい □調子はまぁまぁいい

□調子はあまりよくない ■調子はよくない

□基礎疾患→□高血圧症　□高脂血症　□糖尿病　□喘息　□その他（ ）

□アレルギー（ ）

□障害→□身体障害　□知的障害　□精神障害　□発達障害　□その他（ ）

刺青やタトゥー、ボディピアス、ピアス、リストカット等の身体的な特徴についてご記入ください

身体的症状（透析、脳梗塞等）、神経症様状態(不安・神経症等)、精神症状(幻覚・妄想・強迫等)等ご記入ください

医療措置

□通院・検診・休養などを、１週間に１～２日以上は必要としている

→定期通院の有無　□なし　□あり（毎週 曜日）・その他（ ）

□服薬は毎日必要であるが、通院・検診・休養などは定期的に月に数回くらいすればよい

■医療上の措置をあまり必要とせず、服薬しても通院・検診・休養を定期的にするほどではない

□医療上の措置を必要としない

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第1部】基本的な情報
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記入例：20代DV母子ケース

4

、

本

人

の

状

況

※

チ

ェ

ッ

ク

欄

に

は

、

で

き

る

こ

と

当

て

は

ま

る

こ

と

に

✓

障害者手帳等

■無　□有　→□身体( 級)　□知的(療育)( 級)　□精神( 級)

→自立支援医療　□利用している　□利用していない

障害者手帳等

取得年月 年 月　取得

成年後見人

※類型は当ては

まるものに〇

・連絡先

・氏名

・類型（ 後見 ・ 保佐 ・ 補助 ）→ 関係性：

制

度

サ

ー

ビ

ス

4-2

本

人

の

健

康

面

4-3

本

人

の

地

域

と

の

関

係

外出頻度

行先等

■ほぼ毎日外出する □週の半分程度外出する □ほとんど外出しない

□知らないところでも外出する　■同じところしか行かない □その他（ ）

生活動線

友好関係

社会参加

コンビニ、スーパー、宗教関連施設、公民館等、よく行くところについてご記入ください

付き合いのある人・頼りにしている人等、ネットの友人関係、実際の友人関係についてご記入ください

□レクリエーションや行事に参加する □趣味や旅行を楽しむ機会に参加する

□自分の能力をうまく発揮する機会に参加する　□当事者団体の活動に参加する

■地域活動、サークルやボランティア活動に参加する →具体的な内容（ 子ども食堂 ）

職場、保育園、スーパーを毎日繰り返し行き来している状況。

職場の人間関係は良好だが、子育ての相談までは出来ていない。

保育園との先生とのかかわりは浅い。スーパーは帰り道にあるところへ通う。

最近、子ども食堂の存在を知り、行きはじめた。

高校の同級生、専門学校の同級生とは連絡を取り合うものの、会うのは半年に一度

程。母親は２ヵ月に一度は孫たちの顔を見に来る。

新しい交際男性とは週に一回会う程度。最近、その交際男性からこどもに対する言動

について、語気が強いことが気にかかる。

・サービス名

・提供機関

・担当者名

・サービス支給量

・頻度

・制度

・期間

本人が

利用している

福祉・介護

サービス

本人が

利用を希望

している

福祉・介護

サービス

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第1部】基本的な情報
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記入例：20代DV母子ケース

□スポーツ観戦（ ）　 □楽器を弾く（ ） □ネットサーフィン

■料理、お菓子作り □テレビ □収集

□スポーツ（ ）　 □絵、イラストを描く □散歩・街歩き

□ゲーム □友人との雑談 □電車に乗る・撮る

□カラオケ □マンガ □パチンコ

■映画 □ＤＶＤを見る □芝居・観劇

□ペット □ダンス、踊り □読書

□買い物 □パソコン □その他（ ）　

□寝る □スマホ □特になし

□お風呂に入っているとき □寝ているとき ■特にない

□食事をしているとき □趣味の活動（ ）をしているとき　 □分からない

□家でゆっくりしているとき □社会参加の活動（ ）をしているとき　

□友だちと一緒にいるとき □その他（ ）　

□家族と過ごしているとき

初回相談

受付日 年　 月　 日

現在の調子は

どうですか？

氏名

受給者

番号

保護

開始日 年 　月　 日

お菓子作りや料理は子どものころからしています。

育児と家事、仕事を両立して、経済的に自立した生活をする。

【第2部】アンケート｜あなたの思いを教えてください

上記の目指している暮らしを困難にしている要因等をご記入ください

働いて得た

お金をどのように

使いたいか

受付者

□ 調子がいい　□ 調子はまぁまぁいい　■ 調子はあまりよくない　□ 調子はよくない

趣

味

や

余

暇

目指している

暮らし方

一緒に暮らしたい人がいる、働いて一人暮らしをしたいなど、何でもご記入ください

目

指

す

暮

ら

し

［

長

期

の

希

望

］

趣味・得意

芸能人・プロ野球・サッカーチーム・食べ物、サークル活動など何でもご記入ください

好きな物事

興味がある物事

生きがい等

困難にしている

要因

支援を

依頼したいこと

リラックス

安心している時

家にいる時の

過ごし方

育児しながら働ける職場がないこと。急な発熱があると保育園も預かってくれず、働
けない。

育児に対する不安について相談したい。

長男と次男の世話をしています。長男が次男に対してやきもちを焼いて、次男を泣
かしてばかりです。そんな長男に対して余裕がないときは腹が立つこともあります
が、寝顔を見ると癒されます。

新しい服を買いたい。最近していないお菓子作りを再開したい。

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第2部】アンケートあなたの思いを教えてください
43



記入例：20代DV母子ケース

目

指

す

暮

ら

し

［

長

期

の

希

望

］

親族 ○ 実母と連絡は取り合う ○

その他（ ）

公的機関

知人 ○ 交際男性

こども食堂に最近通う

友人 ○ 友人と連絡は取り合う ○

民間団体

休日は遊びに行きたい

隣人

今もっている 今後もちたい

家族 ○

求

め

る

支

援

・

自

分

が

で

き

る

こ

と

［

短

期

の

希

望

］

自分の強みや得意なこと 苦手なことや嫌いなこと

医療福祉機関

地域の支援機関

民生委員等

○

恩人・恩師

夜ではなくとも昼間に寝たい。

子育ての方法を教えてほしい。

体力的に育児と両立できる職場

を見つけたい。

夜泣きが無くなってほしい

周囲の支え

助けになる

関わり

社会参加や

周囲との関係

当てはまるものについて、小さい欄には○を、大きい欄には具体的な内容や関係性等をお書きください

2人の育児、知り合いが誰
もいない土地

子育ての方法を母親に聞く。

育児と両立できる
職場を見つけてほ
しい

保育園を利用するため
に月４８時間は働かなく
てはならない

誰かから怒られるのが苦手。
家事と育児、仕事の両立

家事は一通りできる。
こども達のためなら頑張れる。

夜泣きで寝れていない。

子育てのストレスをだれにも話せない。

就労が続きそうにない。

⑥配慮を希望すること

こども達と外出

課

題

整

理

①解決したいこと・困っていること ②その原因や背景

③今後どのようにしたいか ④自分がやっていきたいこと

⑤支援を求めたいこと

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第2部】アンケートあなたの思いを教えてください
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記入例：20代DV母子ケース

氏名

受給者

番号

保護

開始日 年 　月　 日
初回相談

受付日 年　 月　 日 受付者

【第3部】就労に必要な情報

1

、

就

労

に

向

け

た

基

本

情

報

□中学　□高校　□特別支援学校(学級)

■専門学校・専修学校・各種学校　□高専　□短大

□大学　□大学院　□その他（ ）

□卒業

■中退

□在学中

在学中の様子、専門分野、中退や退学の理由等

直近の職歴 主な職歴（長期就労等）

一般

福祉

□正社員 □契約社員/委託社員

□障害者雇用　■パートタイマー

□アルバイト　□派遣 □日雇い

□就労継続支援Ａ型事業

□就労継続支援Ｂ型事業

□正社員 □契約社員/委託社員

□障害者雇用　□パートタイマー

□アルバイト　□派遣 □日雇い

□就労継続支援Ａ型事業

□就労継続支援Ｂ型事業

月収(手取)

□解雇 □契約満了 □廃業

□自己都合（□病気　□結婚・育児　□介護）

□その他（ ）

□解雇 □契約満了 □廃業

□自己都合（□病気　□結婚・育児　□介護）

□その他（ ）

辞めた理由を詳しく教えてください 辞めた理由を詳しく教えてください

年　　月 ～ 年　　月

離職理由

最

終

学

歴

職

歴

就労期間

７万～９万

過去の

就労期間の

通算

4　年 ヵ月　　・ 転職回数（ 3 回　）

2019  年　10月 ～ 年　　月 ■就労中

スーパーのレジ

業務内容

□あり　→□普通　□中型　□大型　□原付

■なし

運転

免許

資

格

業種

職種

就労形態

一般

福祉

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第3部】就労に必要な情報
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記入例：20代DV母子ケース

□建設 □土木 □機械製造 □食品製造 □ドライバー □警備 ■販売 ■飲食

□事務 □営業 □管理 □物流（倉庫）□農林水産業 □IT □テレアポ □軽作業

□清掃 □医療・福祉 □その他（ ）

□現在、職業訓練もしくは職業訓練や就労体験を利用している（利用先： ）

□以前、職業訓練もしくは職業訓練や就労体験を利用した経験がある（利用先： ）

■利用していない／利用経験はない

□有

連絡先（ ）

■無

□電車 ■自転車

□自動車 □徒歩

□バス □その他

□原付 ( )

働くときに

重視すること

□参加したことがある □参加希望 ■参加したことがない

参加内容や参加希望内容　例：PC技能、コミュニケーション能力、資格取得等

通勤方法・

通勤可能範囲

福祉

スーパーやコンビニのレジの経験あり。経験している職種が良い。

就労意欲
就労

時期

・時期　　（　 3 ）ヵ月目までに就労

・その他　（ ）

□すぐに就職(転職)したい ■良い条件のものがあれば就職(転職)したい

□今は就職(転職)する気持ちがないが、いずれ考えたい　□その他（ ）

通勤にあたり

必要な配慮

※医師の意見が

あれば記載

例：常に介助が必要、ラッシュ等の回避で通勤時間帯の配慮が必要、慣れるまでは同行が必要等

雇用保険

失業等給付
保証人

□受給中（期間： ～ ）

■受給資格なし（理由：   数年無職 　　）

グループワーク

セミナー

求

職

活

動

通

勤

■電車　□バス

(駅名：　　XXXX　　)

1

、

就

労

に

向

け

た

基

本

情

報

求職活動

状況

□ハローワーク（場所： ）

□求人情報誌 ■インターネットサイト □知り合い □その他（ ）

職業訓練

就労体験状況

希望休日

通院等で特定の曜日の休みが必要等

その他、就労上の希望があればご記入ください

意

欲

と

希

望
□フルタイム

■パートタイム　( 10 ）時～（ 14 ）時・（  4  ）時間／日・（ ）日／週
□夜勤可勤務時間

希望する

賃金

□月給　（　手取り　約 円　）

■時給　（ 1,000　 円　）　　□日給　（ 円）

仕事内容

内容や労働条件

職業

身につけたい

資格・能力

□収入 ■人間関係 □働きがい □キャリア形成 □休日

■その他（　育児への理解がある職場 　）

これまでに

就職に至ら

なかった理由

就職するために自分に必要なこと

合計　20  分まで

最寄り

駅

バス停

□就労継続支援Ａ型事業

□就労継続支援Ｂ型事業

本人が

希望する

就労形態

■一般就労　□福祉就労

□職業訓練　□起業　□内職

□その他（ ）

本人が

希望する進路

一般

□正社員 □契約社員/委託社員

□障害者雇用 ■パートタイマー

□アルバイト □派遣 □日雇い

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第3部】就労に必要な情報
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記入例：20代DV母子ケース

■月単位での金銭管理ができる ■交通機関を適切に使うことができる

□趣味や楽しみを持っていて気晴らしができる ■言葉使いや態度、公衆マナーが身についている

■清潔に身だしなみを整える、病気に気を付けることができる

□医療面での他者の管理は必要としない。あっても、自分で医師の指示を守っている。

■あいさつ、返事ができる ■敬語を使うことができる

□自分から必要なことは伝えられる □自分から日常会話のきっかけを作ることができる

■最初は緊張が強いが、慣れるとうまくコミュニケーションがとれる

■時々うなずいたり、目を合わせたりして、しぐさで、聞いているということを開いての人に伝えることができる

□家族、知人に協力を求めることができる □家族や友人などに仕事の話をしてストレス解消できる

■毎日通勤して働ける状態である ■自分の働きたい気持ちがはっきりしている

□自分にあった職種や仕事内容がわかっている □自分にあった勤務時間などの条件がわかっている

□求職活動の方法や、その際の援助の受け方を知っている

■職場の規則を守ることができる ■安全に仕事をすることができる

■仕事でミスしたときに謝ることができる ■仕事で分からないときに聞くことができる

■遅刻、欠勤の場合には自分で連絡ができる □体調が悪い時には、そのことを伝えて休養できる

□次の日、次の週に、疲れを残さないための工夫ができる

■席をはずすときの声かけができる（「失礼します、少し席をはずします」「○○へ行ってきます」など）

■ミスや間違いがないか確認できる ■作業中は集中して取り組むことができる

■仕事について意欲的に取り組むことができる □必要に応じて自分から手助けを求めることができる

■日に（　　4　　）時間、一定の作業量をこなす持久力がある

□職場や担当部署の仕事のながれを意識して、作業に取り組むことができる

■積極的に取り組む □失敗が少なくて確実さがある

■注意されたときには素直に従う □ムラのない能率で作業が行える

□慣れれば能率や確実さが向上する □気が散る状況でも周囲に影響されない

■指示されたことは、ひとりでもやり遂げる ■期待に答えられないときに、弁解をしない

□理解できないことがあれば自分から尋ねる □安全に注意したり、または用具の正しい使い方を守る

□決まり切ったことなら指示がなくても自分から始められる

□ミスや故障を連絡したり、または進行の状況などを報告する

■努力するが、出来ないときには人の援助を素直に受け入れる

□課題の進み具合に注意したり、または作業に使う道具などを事前に準備する

■仲間と共同して行動できる

■自分勝手な行動を取らない

■他の人の迷惑になることはしない

■初対面の人にでも挨拶や返事ができる

■収入に合わせて金銭の支出を管理する

■次の日に影響しない程度に余暇を過ごす

□規則正しい生活習慣をほぼ身につけている

■ささいなことで感情にとらわれることは少ない

□人に尋ねたりして簡単な書類手続きができる

■時間の約束やいろいろな規則を守って行動する

■危険な場所や状況を適切に判断して自分で身を守る

■ルールを守らないなど、反社会的な問題行動を起こさない

■見苦しい格好やだらしない服装をしないように心掛けている

■休んだり遅刻する時には、自分で（または保護者が）事前に届ける

協

力

対

人

関

係

2

、

就

労

準

備

チ

ェ

ッ

ク

※

当

て

は

ま

る

も

の

全

て

に

✓

4 ／6 4  ／6 0  ／2

日

常

生

活

力

社

会

生

活

の

遂

行

課

題

遂

行

力

作

業

遂

行

力

職

場

の

ル

ー

ル

就

労

就労
職場の

ルール
作業遂行力 課題遂行力

項目ごとにチェックの数を数え、ご記入ください　（ストレングス・困難さの発見）

社会生活の

遂行
日常生活力 対人関係 協力

12  ／141  ／5 6  ／8 4  ／6 5  ／14

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第3部】就労に必要な情報
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記入例：20代DV母子ケース

● 1、問題はないが、抽象的・論理的な内容になると、困難なこともある

〇　2、普段の会話にはついて行けるが、複数の人との話し合いになると困難である

〇　3、普段の会話には何とかついて行けるが、重要な事は繰り返して念を押す必要がある

○ 4、雑談程度の内容でも、繰り返し言ったり、いろいろな手段を交える必要がある

〇　5、見本を提示、ジェスチャーなどのいろいろな手段と共に話しかけられれば、短い文や単語を理解できる

〇　1、問題はない。または、新聞の社会面程度の内容を書くときに、まとまりを欠く表現をすることがある

● 2、手紙や日記程度の内容であれば、1000字くらいの長さでも書くことができ、文字や文法の誤りも少ない

〇　3、身の回りのできごとであれば、簡単な表現で200字くらいの文を書くことができる

〇　4、普段からよく使う単語については、書くことができる

〇　5、自分の名前などの、ごく少数の限られた単語（漢字でもひらがなでもよい）しか書けない

● 1、問題はない。または、2桁の4則演算で、ときどき間違えることがある

〇　2、2桁の加減算はできるが、乗除算になると間違いが多い

〇　3、1桁の加減算はできる

〇　4、普段の生活で必要となる数の理解（時計の読み取り、硬貨や札の金額、品物を数えるなど）ができない

● 1、PCやスマホ（携帯）を不自由なく操作することができる

〇　2、PCを不自由なく操作することができる。しかしスマホ（携帯）はあまり使えない

〇　3、スマホ（携帯）を不自由なく操作することができる。しかしPCはあまり使えない

〇　4、PCやスマホ（携帯）をあまり使えない

〇　1、問題はない。新聞の社会面程度の内容でも、時間をかけて読めば理解できる

● 2、手紙や日記程度の内容であれば、１０００字くらいの長さでも読んで理解できる

〇　3、身の回りのできごとについて、簡単な表現で書いてあれば、２００字ぐらいの長さでも読んで理解できる

〇　4、普段からよく使う単語については、読んで理解できる

〇　5、身の回りの品物について、読むだけで理解できる単語はごく少ない

〇　1、自分が必要とする時に、それに応じた適切な協力を、身寄りや周りの人たちから得られる

● 2、身寄りや周りの人たちの協力はあるが、ときには必要以上に干渉的（過保護）だったり、

支援不足になったりして、自分にとって良好な状況とはいえない

〇　3、身寄りがいても積極的な協力はない。自分に対する周りの人たちの関心が薄く、支援を必要とする場合でも

積極的な協力をしてくれるというほどではない

〇　4、家族や身寄りがいなかったり、いても交流がない。周りの人や、地域の支援機関などの協力を得られない、

受けたくない、居住する場所がない

〇　1、問題はない。または、論理的な内容や込み入った話になると、まとまりを欠くことがある

● 2、普段の会話ならついて行けるが、文法的な間違いをしたり、適切な句や単語を使えないことがある

〇　3、雑談程度の会話の場合でも、断片的な単語だけで話すことが多い

〇　4、単語を羅列することによって、自分の考えを伝えることができる

〇　5、ごく限られた単語を使ったり、話し方に誤りも多いが、何とか自分の欲求や望みを伝えられる

相手が繰り返して尋ねたり、いろいろと推測することが必要と感じる

● 1、電話・FAX・メール・パソコン等が使用（内容の理解等）できる

○ 4、電話・FAX・メール・パソコン等があまり使用（内容の理解等）できない

● 1、非言語的サイン（絵・カード・写真）が理解できる

○ 4、非言語的サイン（絵・カード・写真）をあまり理解できない

● 1、誰にでも意思表現、気持ちを伝えられる

○ 4、特定の人にしか意思表現、気持ちを伝えられない

● 1、どんな人からの意思伝達も理解できる

○ 4、特定の人からの意思伝達しか理解できない

● 1、どのような人にもYes/Noレベルの意思表示ができる

○ 4、家族等特定の人にしかYes/Noレベルの意思表示ができない

■言語理解能力 ■書く力（識字力） ■数的処理能力 ■デバイス操作能力

■読解力 ■関係性 ■話す能力 ■コミュニケーションスキル領域

3

、

本

人

の

能

力

チ

ェ

ッ

ク

※

当

て

は

ま

る

も

の

1

つ

に

✓

（

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

ス

キ

ル

領

域

は

其

々

✓

）

能

力

言

語

理

解

ス

キ

ル

領

域

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

話

す

能

力

関

係

性

読

解

力

操

作

能

力

デ

バ

イ

ス

能

力

数

的

処

理

（

識

字

力

）

書

く

力

「1」又は「2」にチェックが付いている項目名（例：言語理解能力、書く力等）をご記入ください（ストレングスの発見）

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第3部】就労に必要な情報
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記入例：20代DV母子ケース

■あり □なし

□あり □なし

氏名

受給者

番号

保護

開始日 年 　月　 日
初回相談

受付日 年　 月　 日

育児に対する責任感が強く、強い母でいようとする姿勢が見られる。
幼少期から家事はしていたようで、家事は出来る。
高校時代のアルバイトより、コンビニレジ、スーパーレジなど、接客も可能。

こどもが第一優先。家事も育児も就労も完璧にこなそうとする。
しかし、体力的に追いついておらず、悪循環に陥っている。

受付者

【第4部】アセスメント結果｜支援プラン策定に向けて

就労支援員等使用

ストレス関係にある人や物事を記入

本

人

の

意

欲

本

人

の

強

み

・

長

所

本人のストレングス（得意なこと、頑張っているところ、素敵なところ）を3つ以上記入

配

慮

が

必

要

な

事

本

人

の

困

難

や

本人は自ら望んで支援を受け入れようと思っているか、その理由を記入

本人は自ら支援を受け入れようとしている。
理由として、保育園に長男と次男を預けて、働きたいという主訴があり、強い母親像をもっている
から。

育児ストレスという意味で長男と次男。
交際男性。

初婚の夫、前夫、関係性にDVがある。
現在の交際男性との間にも軋轢が生じつつある。
主にこどもに対する価値観の違いで口論になる。
転じて、こどもを守りたいという気持ちは強く、それが働く原動力にもなっている。

交際男性との関係が不穏になりつつある。DVの支援は視野に入れる

※

必

要

な

場

合

の

み

記

入

緊

急

支

援
時期、具体的な準備内容

過去の失敗や困難から、裏返しの「ここはいける」を見つける項目。困難や離職につながった理由等を記入

具体的な状況

□あり □不明 □なし

必要性

自殺の準備性

自殺の危険性

本

人

の

思

考

傾

向

価値観や思考パターン、善悪の判断等について記入

ス

ト

レ

ッ

サ

ー

キ

ー

パ

ー

ソ

ン

キーパーソン ストレッサー
具体的に記入

最近通い始めたこども食堂に来ているシングル
マザーの母子世帯。主催者の地域住民

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第4部】アセスメント結果_支援員
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記入例：20代DV母子ケース

・
・
・
・
・

氏名

受給者

番号

保護

開始日 年 　月　 日

☆コメント

☆求職活動や就労支援の行動目標

【第4部】アセスメント結果｜
中間的就労、就労体験、社会生活の部分で居場所を通して等

レベルに合わせた多様な支援の枠組みを想定

初回相談

受付日 年　 月　 日 受付者

本人・就労支援員等使用

本人 就労支援員等

短期目標
目標について記入

育児ストレスを
発散する場所を設ける

(　XXXX　)年(　５　)月を目途に

目標のためにやることについて記入 家庭訪問、セミナー斡旋、家族理解や協力を得

る、体験先や求人開拓等具体的に記入

中期目標

目標について記入

無理のない家事と育児、
就労の両立

(　XXXX　)年(　７　)月を目途に

目標のためにやることについて記入

長期目標

目標について記入

育児、就労の傍ら、
趣味等の再開。

人的ネットワークを広げる。

(　XXXX　)年(　９　)月を目途に

目標のためにやることについて記入 家庭訪問、セミナー斡旋、家族理解や協力を得

る、体験先や求人開拓等具体的に記入

最近通っているこども食堂が選択肢の
一つ。他にも子育て支援センター等の
活用も視野に入れる。

家庭訪問し、家庭状況のさら
なる把握。
必要に応じて、子育て支援機
関や団体への同行。

求人等を自身で探す。
体調が思わしくないときは休む習慣を
つける。

子育てセミナー、母子世帯向
け就職セミナー等の案内。
育児と就労の両立の観点か
ら、本人の職業観と現実の摺
合せ。

無理をしないを前提に、余暇時間を作
るようにする。

就労や育児についてモニタリ
ング。
ストレスが発生したときに、ス
トレス要因を探り、本人、関係
機関と解決策を探る。

家庭訪問、セミナー斡旋、家族理解や協力を得

る、体験先や求人開拓等具体的に記入

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【第4部】アセスメント結果_本人
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記入例：20代DV母子ケース

氏名

受給者

番号

保護

開始日 年 　月　 日

・ジェノグラム（家族関係図）　男性：□　女性：○

初回相談

受付日 年　 月　 日 受付者

【付属】

例

出典：大西良(2016)不適切な養育環境を背景とする

長期欠席児の家庭内における情緒関係関する一考察

26 25

24

2022

50

保育園通所 保育園通所

約２０年前に交通事

故で亡くなる

第一子出産後に

音信不通

長男への暴力、暴言、

本人への暴言

長男、次男への語

気が強い

連絡は取るが、援助

は見込めない。大阪

市内在住。

本人とともに可能性を発見するアセスメントシート

【付属】
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